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‐２
月
２
日

（日
）
は
、
湯
沢
町
長
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

選
挙
は
国
民

一
人

一
人
に
与
え
ら
れ
た

政
治

へ
の

写
囀思
表
示
」
で
す
。
選
挙
で
の

一
票

に
は
童

い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
湯
沢

の
町
づ
く
り
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
踏
ま
え
て
、
悔

い
の
な

い

夫
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
１

投
票
所

に
は
、
入
場
券
を
恙
れ
ず

に
お

持
ち
く
だ
さ

い
。
入
場
券

に
は
ど
こ
の
投

票
所
で
投
票
で
き
る
か
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
確
か
め
て
間
違

い
の
な

い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ

い
。
入
場
券

が
な
く
て
も

選
挙
権
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ

れ
て

い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

０
開
票
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
票

は
午

後

９
時

よ

り
、
湯
沢

カ

ル

チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
お

い
て
行

い
ま
す
。
開
来

の
結
果
は
午
後
同
時
ま
で

に
判
明
す
る
見
込
み
で
す
。

●
参
観
人
に
つ
い
て

選
挙
人

（今

回
の
選
挙

の
有
権
者
）
は
、

開
票
を
か
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参

観
人
席
は
湯
沢
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ
客
席
で
す
。
ロ
ビ
ー
で
受
付
簿

に

記
入
し
て
か
ら
席

に
着

い
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
携
帯
電
話
等
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
お
持
ち

の
方
は
電
源
を
切

っ
て

お

い
て
く
だ
さ

い
。

０
開
票
事
務
の
た
め

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
閉
館

開
票
が
行
わ
れ
る
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
ダ
ー
は
左
記
の
期
間
、
閉
館
し
ま
す
。

厳
工
な
選
挙
執
行

の
た
め
、
ご
理
解

と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
閉
館
期
間
】

‐２
月
十
日

（土
）
午
後
―
時
か
ら

‐２
月
２
日

（日
）
開
宗
終
了
ま
で

た
だ
し
、
開
票
参
観
の
場
合

の
み
入
館

で
き
ま
す
。

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（湯
沢
町
役
場
３
階
第
―
会
議
宣
）

ＴＥＬ

８０

．

６

２

０

９

脚
８０
．
６
２
１
０

（お
断
り
）

選
挙
当

日

の
午

後

７
時

以
降

は
、
選
挙

管

理
委
員

会

の
戦
員

は
湯
沢

カ
ル
チ

ャ
ー

セ
ン
ダ
ー

（ＴＥＬ
８４

。
‐
５
１
１
）
に
移
動

し

ま
す
。
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主

な

内

容

投票所一覧
投票区 投票所

第 1投票区 ※渇沢阿公民館浅貝分館

第 2投票区 ※二居集会所

第 3投票区 三俣小学校

第 4投票区 芝原生活改善センター

第 5投票区 神立保育所

第 6投票区 神立中央会館 (栄町)

第 7投票区 土樽小学校

第 3投票区 滝之又会館

第 9投票区 土樽集港開発センター

第 10投票区 湯沢倒」公民館

第 11投票区 湯沢小学校

午前 7時開所・年後 8時閉鎖
(※第 1・ 2投票区は年後 7時閉鎖)

(1)



ト

ヽ
、卜、．．．
　́　　′́
′

箋

日
本
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
１２

～
３
月
に
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ね
皿

度
が
低
く
乾
燥
し
た
冬
に
は
、
空
気
中

に
漂

っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
長
生
き

で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
乾
爆
し
た

冷
た
い
空
気
で
私
た
ち
の
の
ど
や
鼻

の
粘
膜
ガ
弱

っ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始

の
人
の
移
動
で

ウ
イ
ル
ス
ガ
全
国
的

に
広
が
る
の
も
ひ
と
つ
の
原
因
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
つ
〕れ
ら
の
原
因
が
重

な
っ
て
流
行

し
や
す
い
時
期
と
な
ず

て
い
ま
す
。

日
日
常
生
活
で
は
ま
ず
、
体
調
を
整
え

て
抵
抗
力
を
つ
け
、　
ウ
イ
ル
ス
に
接

触
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
湿
度

に
非
常
に
弱
い
の
で
、
室
内
を
加
湿
器

な
ど
を
使

つ
で
適
度
な
湿
度
に
保
つ

こ
と
が
有
効
で
す
。

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ

と
で
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
人
ご
み
を
避
け
る

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

③
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好
み
、

乾
燥
し
て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
長

時
間
空
気
中
を
漂

っ
て
い
ま
す
。

加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
適
度
な
温

度
を
保
ち
ま
し
よ
う
。

④
外
出
後
の
手
洗
い
と

う
が
い
の
励
行

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
う

が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防
ざ
ま
す
。

⑤

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

ど
う
し
て
も
予
防
が
必
要
な
方
は

厚
手
の
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
よ

う
。
咳
や
く
し
や
み
の
飛
沫
か
ら
他

人
に
感
染
す
る
の
を
防
ぐ
効
果
も

あ
り
ま
す
。

【対
象
】

◆
満
６５
歳
以
上
の
方

◆
満
６０
歳
以
上
笛
歳
未
満
で

あ

っ
て
国
が
定
め
た
障
害

を
持

つ
方

【接
種
期
限
】

平
成
１４
年
３
月
３‐
日

（国
保
診
療
所
は
、
１２
月
２７

日

（木
）
ま
で
は
、
月

・
水

・

木
曜
日
の
午
後
４
時
～
５
時

に
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

【自
己
負
担
金
】

１
，
０
５
０
円

【接
種
回
数
】

１
回
の
み

※
国
保
診
療
所
以
外
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
接
種

券
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

阻
Ｍ

●
３
１
４
９

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症

や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
者
に
は

「イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
予
診
票
兼
接
種

券
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封

の
説
明
文
を
良
く
読
み
、
理

解
し
た
上
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
時
期
や
、
接
種
し

て
か
ら
効
果
が
現
れ
る
の
に

２
週
間
程
度
か
か
る
こ
と
か

ら
、
で
き
る
だ
け
１２
月
中
に

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
を
受
け
る
こ

と
へ
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
希
望
さ
れ
る
方

の
み
接
種
し
ま
す
。

広報ゆざわ H13.11.25 (2)



救
急
ミ
ニ
知
識

〈
１４
〉

～
入
浴
に
つ
い
て
～

(>)

,
こ

今
年
３
月
名
古
屋
市
、
４
月
帯
広
市
に
お
い
て
錆

の
発
生
が
著
し
い
老
朽
化
消
火
器
を
操
作
し
容
器

本
体
が
破
裂
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
人
身

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進
の

一
環
と

し
て
、
人
身
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
老
朽

化
消
火
器
を
回
収
し
ま
す
。

【回
収
期
間
】

‐２
月
３
日

（月
）
～
１４
日

（金
）

（土
日
は
、
除
く
）

【対
象
者
】

一
般
家
庭

【回
収
方
法
】

◆
購
入
し
た
業
者

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
処
分
し
て

も

ら

う

。

◆
販
売
、
点
検
業
者

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
処
分
し
て

も
ら
う
。
た
だ
し
、
業
者
で
取
り
扱

っ
て
な
い
所

も
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
持

っ
て
行

っ

て
く
だ
さ
い
。

【処
分
費
用
】

消
費
者
よ
り
、
１０
型
１
本
約
１
，
０
０
０
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

（業
者
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

【問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

凱
８４

・
３
３
７
７

全
国
で
入
浴
中
死
亡
す
る
事
故

は
年
間
で
１
万
人
以
上
に
の
ぼ
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
浴
中

の
死
亡
事
故
は
圧
倒
的
に
高
齢
者

が
多
く
、
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目

で
あ
る
今
の
時
期
と
春
に
多
く
あ

り
ま
す
。
死
因
の
４
分
の
３
は
血

圧
の
変
動
に
よ
る
心
疾
患

（心
筋

梗
塞
な
ど
）
、
脳
血
管
障
害

（脳
梗

塞
、
脳
出
血
な
ど
）
だ
そ
う
で
す
。

入
浴
に
お
け
る
注
意
事
項

●
寒
い
時
期
は
脱
衣
室
や
浴
室
を

あ
ら
か
じ
め
十
分
温
め
て
お
く
。

●
湯
温
は
３８
～
４０
度
く
ら
い
の
ぬ

る
め
、
入
浴
時
間
も
短
め
に
。

●
足
か
ら
順
番
に
掛
か
り
湯
を
し
、

体
を
慣
ら
す
。

ざ
ン

０
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
ひ
た
い

に
の
せ
、
の
ぼ
せ
を
防
ぐ
。

●
体
調
ガ
悪
い
時
、
飲
酒
後
、
食
後

す
ぐ
の
入
浴
は
避
け
る
。

●
入
浴
前
後
に
水
分
を
取
る
。

●
入
浴
時
間
は
血
圧
が
安
定
す
る

夕
方

４
時
か
ら
夜

７
時

こ
ろ

い・に
。

●
高
齢
者
が
入
浴
中
は
家
族
ガ
頻

繁
に
声
を
か
け
る
。
１
人
暮
ら

し
な
ら
で
き
れ
ば
公
衆
浴
場

へ
。

●
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
患
者
に
は
特
に
注
意
。

【間
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

砒
８４

・
３
３
７
７

′

一〔

ト

ろ
〓
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消
防
署
か
ら
の
お
願
い

冬
期
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
た

め
灯
地
の
消
費
量
が
増
え
、
毎
年
灯
油

漏
れ
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
般
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
灯
油
を
注
ぐ
時
の

ち
よ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
、
こ
の
冬
は
灯

油
漏
れ
を
防
ざ
ま
し
よ
う
。

＊
灯
油
を
注
い
で
い
る
時
は
、
絶
対
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

＊
防
油
堤
の
水
抜
き
パ
ル
プ
は
常
時
閉

め
て
お
く
。

＊
防
油
堤
に
雨
水
等
が
溜
ま

っ
た
ら
、

水
抜
き
を
行
う
。

も
し
、
灯
油
を
漏
ら
す
と
…

＊
危
険
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

＊
補
償
費
、
油
処
理
費
用
代
な
ど
を
要

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
に
取
り
付

け
る

「ホ
ー
ム
タ
ン
ク
パ
ル
ブ
用
自
動

停
止
機
能
付
バ
ル
ブ
」
が
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

魚
沼
消
防
本
部

砒
８２

・
９
１
１
９

０

●

０

●

０

●

０

●

●

●

●

●

０

●

０

●

０

●

０

●
●

一岬一　　．・）
，一一〓， 　一」

ウ
↑
ヽ
　
一一
一
一　
・レ一
一
　
　
、・

イ

「

●

(3)



平
成
１０
、
■
、
１２
年
度
と
Ｈ

月

１

日
～

１５

日

の
気

温

を

使

っ
て
積
雪
予
想
を
し
、
広
報

で
公
表
し
ま
し
た
。
結
果
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
極
め
て
単
純

な
予
想
方
法

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
深
積
雪
に
つ
い
て
は
３

年
続

け
て
か
な
り
近

い
数
値

を
示
す

こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
昨
年
ま
で

の
方
法

と
は
違

っ
た
方
法

で

予
測

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。①

気
象
台
の
５
報

新
潟
地
方
気
象
台

が
１０
月

１０
日
に
発
表

し
た
寒
候
期
予

報
に
よ
る
と
、
こ
の
冬

（１２
月

～
２
月
）
の
北
陸
地
方

（新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
）
の
平
均
気

温
は
平
年
並
か
高
く
、
降
雪
量

は
平
年
並
と
の
こ
と
で
す
。
１２

月
か
ら
３
月
は
、
時

々
冬
型
の

気
圧
配
置
と
な
り
、
平
年
と
同

様

に
曇

り
や
雪
ま
た
は
雨

の

日
が
多
い
で
す
が
、
強
い
寒
気

が
南
下
す
る
時
期

は
長
続

き

し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

②
独
自
の
５
態
て
は

昨
年
、
Ｈ
月
１
日
か
ら
１５
日

の
１５
日
間

の
最
高
気
温

の
平

均
に
着
目
し
、
そ
の
気
温
と
最

深

積

雪

の
簡

単

な

相

関

を

使

っ
て
予
想
し
ま
し
た
。
そ
の

予
想
値
は
、
『最
深
積
雪
１
９

７
±
１０

ぎ

平
成

１０
年
度

か
ら
１２
年
度

ま
で
予
測
し
ま
し
た
が
、
最
深

積
雪
に
つ
い
て
は
、
ま
あ
ま
あ

近

い
数
値

を
示
す

こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
？

最
深
積
雪
２
１
８
ｃｍ
？

今
年
の
方
法
は
、
Ｈ
月
１
日

～
‐５
日
の
最
高
気
温

の
最
高

と
最
低

の
差
を
求
め
て
予
想

す
る
方
法
で
す
。

今
年

の
Ｈ
月
１
日
～
１５
日

の
最
高
気
温
の
最
高
が
１７

・
５

℃
、
最
高
気
温

の
最
低
が
５
．

７
℃

で
、
そ
の
差
は
、
Ｈ
．
８
℃
。

近
年

で
は
平
成
Ｈ
～
１２
年

の

冬
に
最
も
近
い
数
値
で
す
。
こ

れ
を
も
と
に
算
出
す
る
と
、
役

場
地
点

で
の
こ
の
冬

の
最
深

積
雪
は
、
２
１
８
±
１０

ｃｍ
と
な

り
ま
し
た
。

（グ
ラ
フ
参
照
）

さ
て
こ
の
冬

は
、
少
雪

か
、

大
雪
か
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

広報ゆざわ H131125 (4)



年 H10～ 11 H ll～ 12 H12～ 13 H13～ 14

最
深
積
雪

予想値 200 cm 195± 10 cm 197± 10 cm 218± 10 cm

観測値 213 Cm 210 cm 225 Cm つ

結果 +13ぬ +5 cm +18 9

予想値と観測値の比較

甲 その冬の最深積雪

-11月 1日 ～15日 の最高気温の最高と最低の気温差

●  °
0  。0

0 
。

鋼鬱彩

積雪

300

280

260

240

220

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

Cm 気温差
°C

20.0

14.0

(観測地点 :役場)

8.0

H5～ 6  H6～ 7  H7～8  H8～9 H9-10 H10^,1l Hll-12 H12-13 H13-14

降 積 雪 の状 況

(   ,

●  0

年 H5～ 6 H6～ 7 H7～ 8 H8～ 9 H9～ 10 H10～ 41 H41～ 12 H12～ 13

積雪を最初に

記録した日
12月 3日 11月 27日 12月 7日 12月 1日 12月 2日 11月 21日 12月 3日 12月 6日

雪消え

(積雪 O Cm)
4月 14日 4月 9日 4月 17日 3月 26日 3月 24日 4月 10日 4月 10日 4月 4日

最深積雪

(記録した日)

194 CIl

(2月 14日 )

223 Cm

(2鳥 22日 )

273 CIユ

(2月 3日 )

192 Cn

(2月 19日 )

4389a
(2月 1日)

 `213C蔵

(1月‐141g)
210G置

(3月 2囲 )
225 Cal

(3月 11日う

11/1～ 15
最高気温の最高

21.2℃ 19.5℃ 19.9℃ 20. 8k3 19.0℃ 19. 6℃ 22.5℃ 22. 4kD

11/1～ 15
最高気温の最低

7.4℃ 5.3℃ 2.7℃ 4.3℃ 11.0℃ 8.1℃ 10.9℃ 10. 0℃

気温差 13.8C 14.2C 17.2℃ 16.5℃ 8.0℃ 11.5℃ 11.6℃ 12. 4℃

(5)



障害者の日

(12月 9日 )

国の教育ローン
～国民生活金融公庫～

高校や大学、専修学校、各種学校などの入学・在学

者の保護者は、国民生活金融公庫の「国の教育□―ン」

を利用できます。低利で手続きも簡単なことから、こ

れまでに全国で 300万人の方マに利用されています。
●融資限度額

200万円 (学生・生徒 1人あたり)
0金利
年 1.7%(平成 13年 11月 12日現在)
0融資期間
10年以内 (交通遺児家庭及び目子家庭の方について

は、返済期間を 1年延長することが可能です。)
0返済方法
毎月元利均等払 (ボーナス併用払が可能)

【問い合わせ】
国民生活金融公庫長岡支店 TR 0258-36-4360

間
で
す

障
害
者
週
間
と
は

・
・
・

障
害
者

の
社
会
参
加
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民

一
人

一
人
が
障
害
者
問
題

に
対
す
る
理
解

と
認
識
を

深
め
る
た
め
の
啓
発
広
報

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
１２

月
３
日

の

「国
際
障
害
者

デ

ー
」
か
ら
１２
月

９
日

の

「障
害
者
の
日
」
の
間
の
１
週

間
を
、
啓
発
広
報
活
動
を
積

極
的

に
展
開
す
る
期
間
と

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。【記

念
行
事
】

◇
日
　
時

‐２
月
３
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

◇
場
　
所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

（六
日
町
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

◇
内
　
容

①
障
害
者
福
祉
施
設
等
に
よ
る
作
品
展
示
及
び
販
売

②
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

（回
答
者
に
景
品
進
呈
）

③
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
風
船
等
の
配
布

④
福
祉
相
談

【問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
務
課
企
画
係

靴
７０

．
２
４
０
０

女
性
委
員
に
よ
る

女
性
を
対
象
と
し
た
人
権
相
談

【
日
時
】

１２
月
１２
日

（水
）
年
後
１
時
～
４
時

【場
所
】

六
日
町
文
化
会
館

◎
相
談
内
容

不
当
な
差
別
、
名
誉

・
信
用

日
信
教
の
自
由
の
侵
害
、
む

ご
い
扱
い
、
い
や
が
ら
せ
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
等
の
悩

み
ご
と
や
困
り
ご
と

※
問
い
合
わ
せ

新
潟
地
方
法
務
局
六
日
町
支
局
　
祗
を

３
３
７
４
２

ｒ

・

と

璽が降る前に水道メークーを
調べてみてください

水もれがないか次のように調べてみてください。

O最初に家の外と内の蛇口を全部しめます。
O次にメーターボックスを開いてメーターの文字
盤を見てください。

もし、パイロット (右図参照)が少しでも回転し
ていればメーターと蛇日の間にどこか"水もれ “が

あるはずです。

′ヾイロット

▲ 幸

国

広報ゆざわ H13.11.25 (6)



― ■

史茸おめでとうございます

湯
沢
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
　
上
村
　
久
代
さ
ん
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
学
校
給
食

セ
ン

タ
ー
の
栄
養
士
　
上
村
　
久
代
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
上
村
さ
ん
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
学
校
給
食
を

考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
時
折
、
小

・
中
学
校
に

出
向
き
、
栄
養
に
つ
い
て
児
童
生
徒
に
お
話
し
を
し
て

い
ま
す
。

‘

書

推

湯
沢
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会

（河
井
啓
子
会
長
　
会
員

９９
名
）
が
福
祉
分
野
活
動
を
永

年
率
先
し
て
行

っ
て
い
る
こ
と

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に

対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
「食
」
を
通

し
て
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
、
健
康
な
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
老

人
や
食
事

の
調
理
の
困
難
な

方
々
へ
、
毎
週
１
回
、
夕
食
の
お

弁
当
を
お
届
け
す
る
活
動
は
、

昭
和
５６
年
か
ら
２０
年
間
続
け
て

き
た
活
動
で
あ
り
、
現
在
５２
世

帯
、
６６
人
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
６０
年
よ
り
お
弁

当
の
調
理
を
す
る
人
、
こ
れ
を

配
達
す
る
人
、
お
弁
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
人
が

一
同
に
集

ま

っ
て
の
「ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

も
年
１
回
開
催
し
、
一詈
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
離
乳
食
教
室
や

ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
も
開
催
す

る
な
ど
、
「食
」
を
通
じ
た
健
康

な
町
づ
く
り
活
動
は
、
町
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

【 i   l― ・
「ふれあい昼食会」のようす

職場のみなさんに囲まれて

(下段中央が、上村 久代さん)

10月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

水第 9号 上水道仮設配水管 (東橋仮設橋梁)添架工事 17, 850, 000 爛剣水施設整備

水第 12号 原新田岩原線配水管布設替工事 4, 200, 000 い戸垣建設

建委第48号 街路樹植栽委託 4, 515, 000 l抑高野造園土木

産観災第 6号 芝倉沢橋災害復旧工事 24, 150, 000 l抑山井建設

建第50号 石白1号線他消雪施設 (取水工)工事 3, 454, 500 爛山井建設

建第羽号 主水中島川原線消雪パイプ補修工事 3, 759, 000 鈴木鉄工所

建第47号 原新田団地内道路改良他工事 11, 025, 000 lttl貝瀬建設

建第42号 小坂線消雪パイプ設置工事 6, 090, 000 向両山建設

(7)



に
よ
つ
て
牛
に
発
症
し
、
死
に
至

る
病
気
で
す
や
そ
の
症
状
か
ら
狂

牛
病
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
牛
同

士
の
接
触
や
空
気
で
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
病
気
に

か
か
っ
た
牛
の
脳
、
脊
髄
、
眼
、
回

腸
遠
位
部
に
含
ま
れ
る
異
常
プ
リ

オ
ン
を
牛
が
食
べ
る
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。

徹
底
的
な
検
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

現
在
、
国
で
は
全
国
の
と
畜
場

に
出
荷
さ
れ
る
す
べ
て
の
牛
を
対

象
に
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
疑
わ
し
い
牛
が
食

用
と
し
て
も
飼
料
用
と
し
て
も
、

市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
主
な
感
染
源

と
さ
れ
て
い
る
牛
の
肉
骨
紛
な
ど

の
家
畜
用
飼
料
と
し
て
の
製
造

・

販
売

・
使
用
を
禁
止
し
ま
し
た
。

【関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

厚
生
労
働
省

Ｊ計
計
０
中＼＼
〓〓
〓
・ヨ
Ｊ
一〓
・ｍ
ｏ
。
」ｏ

農
林
水
産
省

ゴ計
計
０
中＼
＼〓〓〓
・ヨ
ω「
↓
・ｍｏ
・
」ｏ

平
成
１４
年
度
の
使
用
に
つ
い
て
、

拍
選
会
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】

午
後
―
時
３０
分
～

※
時
間
厳
守
の
こ
と
。

【
会
場
】

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
事
業
所
内

保
奏
セ
ン
ダ
１
２
階
和
室

【聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
事
業
所

砒
８４

・
３
３
２
６

魚
沼
消
防
本
部
で
は
、
不
用
と

な

っ
た
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
を
競
売

し
ま
す
。
゛
希ヽ
望
の
方
は
、
一
連ヽ
絡

く
だ
さ

い
。

【
競
売
予
定
時
期
】

‐２
月
中
旬

【連
絡
先
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

ＴＥＬ

８４

・

３

３

７

７

【
痣
募
締
切
】

‐２
月
７
日

（金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
に

後
日
連
絡
し
ま
す
。

一 牛
肉
や
牛
乳

・
乳
製
品
は

安
全
で
す

英
国
の
マ
ウ
ス
等
で
の
実
験

。

研
究
の
結
果
、
牛
の
脳
、
脊
髄
、
眼
、

回
腸
遠
位
部
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら

牛
海
綿
状
脳
症

（以
下
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）

に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
（国
際
獣
疫
事
務
局
）
の
基

準
で
も
、
牛
肉
は
感
染
性
が
な
い

部
位
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

牛
肉
や
牛
乳
・乳
製
品
は
、
安
全

で
あ
り
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
食
品
で
す
。

牛
海
綿
状
脳
症

（Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
と
は
？

ウ
イ
ル
ス
よ
り
小
さ
な
感
染
因

子
で
あ
る
異
常
プ
リ
オ
ン
の
増
加

免
許
を
強
要
と
し
な
い
小
規
模

ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
業
務
に
従
事
す

る
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。

【
日
時
】

平
成
１４
年
２
月
１２
日

（火
）

２
月
１３
日

（本
）

両
日
と
も

午
前
？
時
～
午
後
６
時

【
会
場
】

新
潟
県
ト
ラ
ッ
タ
総
合
会
館

（新
潟
市
新
光
町
６

１
４
）

【受
講
料
】

８
，
０

０

０
円

（教
材
代
を
含
ま
な
い
）

【定
員
】

５０
名

（定
員
に
な
り
次
第
締
あ

切
り
ま
す
。
）

【聞

い
合
わ
せ
】

硼
日
本
ボ
イ
ラ
協
会新
潟
支
部

砒
０
２
５
●
２
８
０
ｏ
Ｏ
１
０
０

‐９
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

２６
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

南
婁

ミ
ヨ
ン

【会
場
】

福
社
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（ＴＥＬ
８４
・
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

１０
日
（月
）
午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【会
場
】
湯
沢
町
公
民
館

イ )
と

消
防
署
で
は
、
消
火
器

の
斡
族

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く

だ
大
ヽ
い
。

５
日

（水
）

相
談
員
　
井
熊
　
秀
夫

‐２
日

（水
）

相
談
員
　
橋
本
杉
本

南
要
ミ
ヨ
ン

秋
治
芳
枝

牛海綿状脳症 (いわゆる

「狂牛病」)についての
おしらせ

農林水産省・厚生労働省

ヽ
と

日

の
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み 収 集ヒ

0■ 側 0■ 0
※問い合わせ 住民課環境公害係 84-3453

※問い合わせ 保健センター日 84-3149

※問い合わせ 保健センター日 84-3149

r｀ )

I Ll

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 三 俣

可 燃 ご み (注 )のとおり O・ ⑪・④ IFi長 :|=:|::デIⅢE ⑪・⑥・〇

ゲ ン ボ ,レ 紐を十字にか

ける。

13日・ 27日 ■ 日・ 25日 14日・ 28日 12日・26日

新聞・雑誌・チラシ 6日 4日 7日 5日

ペ ッ ト ボ ト ,レ

不燃ごみ指定

袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

20日 18日 21日 19日

空   き  缶 4日・ 18日 6日・ 20日 5日・ 19日 7日・ 21日

空 き び ん 11日 13日 12日 14日

その他の不燃ごみ 25日 27日 26日 28日

有 害 ご み 3日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。

◎ごみの重さは 10Kg以下とし、収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。

保 健 衛 生 行 事

日 種 目 対 象 時 間
△
A 場

4⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00～ 14:00 総合福祉 センター

5⑪ 1歳 6ヶ 月 健 診 H12.4月 、5月 生まれ 13:00集合 保 健 セ ン タ ー

6⑥ リ   ハ   ビ   リ 申込者 13:30ヘフ15:30 保 健 セ ン タ ー

■ の

3歳 児 歯 科 健 診 H10。 10月 、11月 、12月 生まれ 9:00集合 保 健 セ ン タ ー

精 神 保 健 相 談 申込者 13:30～ 14:30 六 日 町 保 健 所

20⑥ リ   ハ   ビ   リ 申込者 13:30～ 15:30 保 健 セ ン タ ー

21④ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00～ 14:00 総合福祉 セ ンター

25⑪ 2歳 児 歯 科 健 診 H ll.9月 、10月 、11月 生まれ 9:00集合 保 健 セ ン タ ー

26⑪ 乳 児 健 診 H13.2月 、8月生まれ 13:00集合 保 健 セ ン タ ー

予 防 接 種

日 種 類 対 象 時    間 △
▲ 場

4⑪ ツ ベ ル ク リ ン 反 応

H13年 3月 ～ H13年 8月 生まれ 14:00-15:00
湯沢町国保診療所

2階 集 団 検 診 室

6⑥ B C G

18⑪ ツ ベ ル ク リ ン 反 応

20電働 B C G

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。

(9)



日 受 付 時 間 内  科 外  科

10
12:00  ～ 18:00

18:(X)～ 翌朝 6:00

中 澤 医 院

ゆきぐに大和総合病院

□ 73-3211

回 77-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

20
9 : 00  ハV  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73-6688

極劃72--7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

80
12:00  ハΨ  18:00

18:00～翌朝 6:00

高  橋  医  院 □84-2410
六 日 町 病 院 回72-7111

ノ ヽ 日 町 病 院

日 町 病 院

90
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝劉73-6688

極電77-2111
休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

150 12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝 6:00

城 内 病 院

ゆきぐに大和総合病院

匝∃75-2009

題977-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

160 9:00  
ハV  16: 00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73-6688

日 72-7111
休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

22① 12: 00  ハΨ  18: 00

18:00～翌朝 6:00

河 内 医 院

ゆきぐに大和総合病院

区∃72-2355

日□77-2111

230 9:00  ～  16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝劉73-6688

煙∃72‐-7111
休 日 救 急 診 療 所

大 日 町 病 院

240 9:00  -  16: 00

18:(X)～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

□ 73-6688

回 77-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

290 9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

院  □75-2009
院  日75-2009

城

城

内

内

病

病

日

日

病

病

院

院

町

町

300 9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:〔 Xl

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

匝劃77--2111

回 77-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

31① 9 : 00  ～  16: 00

18:00～翌朝 6100

日 町 病 院 □72-7111
日 町 病 院 日 72-7111

病

病

院

院

町

町

日

日

|!月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜 。祝日E〉体日救急診療所 πと73-6688

その他の日E〉魚沼消防本部  T[[82-1991

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院 狂173-5111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

■
月
６
日

　

高
橋
　
庚
太
郎

さ
ん

（石
白
＼
８０
歳
）

■
月
１４
日
　

南
雲
　
ト
ミ
子

さ
ん

（原
、
７３
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１０

月

３０

日

■

月

４

日

１１

月

８

日

原
澤

須
藤

海
津

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

め
　
い

点検整備のため、

11月 26日 (月)～ 12月
3日 (月 )

の間違休します。コ
マクサの湯も

同時休業と:なります
のでご注意く

ださいo
芽
生

さ
ん

（中
里
、
正
樹

・
陽
子
さ
ん
）

え
み
り
さ
ん

（駅
通
、
一
日

・
智
江
さ
ん
）

勇
輔

さ
ん

（上
中
、
勇

一
郎

占
開
子
さ
と

が
」

申

し

t

ま

□ 一 ウエ ー

Э場のう駆譲
10月 届出分 11月 1日現在   (前年

=D

出生 ξ41

死亡 633

転入りも

転出 ,,6

男
　
女
　
計

世帯

4,449

4,614

9,063

3,159

(-20)

(+ 7)

(-13)

(+ 4)
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